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Ⅰ. 新しい日常におけるテレワークの促進と定着に向けて

▼ テレワーク導入の実態（職種別・業界別実施率）
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出所:パーソル総合研究所「新型コロナウイルス対策によるテレワークへの影響に関する緊急調査」

出所:パーソル総合研究所「新型コロナウイルス対策によるテレワークへの影響
に関する緊急調査」
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テレワーク実施率は、職種
や業界により大きな差があ
り、現業部門での取組みに
は限界もあります
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Ⅰ. 新しい日常におけるテレワークの促進と定着に向けて

▼ テレワーク導入における課題①
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66.2％が「効率は
下がった」「やや
下がった」と回答

出所:内閣府「新型コロナウイルス感染症の影響下における生活意識・行動の変化に関する調査」

出所:（公財）日本生産性本部「新型コロナウイ
ルスの感染拡大が働く人の意識に及ぼす調査」

労働生産性の低下や、テ
レワークの仕事ぶりにつ
いての評価が難しいとの
声もあります

47.7％が「仕事の効
率性や生産性の低
下」を感じている

出所:パーソル総合研究所「新型コロナウイルス対
策によるテレワークへの影響に関する緊急調査」

上司の多くが部下
の仕事ぶりを把握
することに難しさ
を感じている



Ⅰ. 新しい日常におけるテレワークの促進と定着に向けて

▼ テレワーク導入における課題②
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テレワークの普及には、従来
型の労働時間管理から脱却
し、柔軟な時間管理の下、仕
事の成果で評価していくこと
がふさわしいと考えます

出所:（公財）日本生産性本部「新型コロナウイルスの感染拡大が働く人の意識に及ぼす調査」

テレワークの普及以上
に、時間管理の柔軟化を
期待する声は多い55.6％

48.3％

時間管理通勤ラッシュ
柔軟な時間管理の下
でのテレワーク



Ⅰ. 新しい日常におけるテレワークの促進と定着に向けて

▼ テレワーク定着に向けた東京経営者協会の取組み
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実践的なセミナー動画を配
信するなど、テレワークの
推進に向けて、実務面に役
立つ情報を積極的に提供し
ています



Ⅱ. 計画運休時等の出退勤のあり方について

▼共同宣言とガイドラインの周知・広報
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ホームページやメール・マガジンを活用
した周知・広報により、会員企業への取
組みを呼びかけてまいります


